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研究成果の概要（和文）：【目的】　本研究の目的は､保健師課程の学生を対象に､研究成果活用、健康生活実
践、省察的実践の各能力を総合的に習得する教育プログラムを開発することである。【方法】プログラムは、研
究者間で協議し、3回の試行と修正を経て開発された。各学生は、3年生前期の3か月間に3つの学習課題に取り組
む。倫理的配慮について、研究においては成績判定後に記録類を用い、参加者の成績には一切関係がないこと等
を事前に口頭と文書で説明し、同意書を得た。【結果】前後のアウトカム評価では、参加者の対人支援・地域支
援における多様な能力が有意に高まっていた。【結論】本プログラムは今後、大学院教育や現任教育への適用可
能性がある。

研究成果の概要（英文）：【Objectives】　The objective of this research project is to develop a 
program to acquire the public health nursing competency based on the skills of research utilization,
 healthy daily living and reflective practice for the students of the public health nursing course.
【Methods】The program was developed while undergoing a process of three test trials and corrections
 through researchers’ discussions. Each student wrestles with three learning tasks during a 
three-month period of the first semester in their third grade. We explained about ethical 
considerations orally and by a document, and got written consent.【Results】In the before-and-after 
outcome assessment, the variety of competency in the individual support and community support of the
 participants exhibited a significant degree of advancement. 【Conclusion】In the future, this 
program may find applications in the education of graduate school and active service public health 
nurses. 

研究分野：地域看護学（公衆衛生看護学）
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１．研究開始当初の背景 
１）新しい保健師課程において公衆衛生看護の実践
能⼒を⾼める教育⽅法を開発する必要性 
複雑で多様化する健康課題に応じる人材育成の必
要から、2009 年 7 月に保健師助産師看護師法が改
正され、保健師資格取得に必要な教育年限が 6 ヶ月
以上から1年以上になった。これを受け2010年11月、
厚⽣労働省は学校養成所指定規則を変更、保健師の
コア科目を地域看護学から公衆衛生看護学に、単位数
を 23 単位から 28 単位とし、全国保健師教育機関が
2012 年 4 月からカリキュラムを改正したことから、それに
応じる効果的な教育方法の開発が急がれている。 
２）エビデンスに基づく公衆衛⽣看護の実践能⼒を⾼
める必要性 
  エビデンスとは意思決定や問題解決に用いる事実や
資料であり(Butcher R. B.1998)、最新最良の知⾒
を正しく用いることが実践の原則とされている(Guyatt 
G,et al.1992)。厚⽣労働省が 2010 年に設けた「保
健師に求められる実践能⼒と卒業時の到達⽬標と到達

能⼒」（以下★と略）があり、その細項⽬に「研究の成
果を活用する」が設けられている。生活習慣病や健康危
機など現代の健康課題を効果的に改善するために、エビ
デンス・理論活⽤は必須であり、この能⼒の向上は喫緊
の課題である。 
３）住⺠に保健指導を⾏う専⾨職として⾃⾝の健康観
と健康⽣活の⼒量を育む必要性 
看護職の倫理要綱（ICN.2005、JNA.2003）に

は専⾨的知識・技術の創造と開発に 加え、自身の健
康増進の責任が明記されている。地域住⺠の健康観を
醸成し、健康づくりを推進する専門職になるために、基礎
教育の段階から、健康⽣活実践の⼒量と責任感の育
成は必須である。 
４）省察的実践（Reflective Practice）により継続
的に⾃⼰成⻑できる能⼒開発の必要性 
英国では1990年代よりポートフォリオを⽤いた省察的

実践が免許取得や更新の時の評価に導⼊されている。
わが国では、★の細項目に「継続的に学ぶ」「保健師とし
ての責任を果たす」が設けられ、また 2009 年の看護師
等の⼈材確保の促進に関する法律改正で、卒後の⾃
⼰研鑽の努⼒義務が定められたことからも、⾃⼰成⻑の

⼒量形成を促進する⽅法論の開発が急務である。 
5）研究代表者は、20 年余り公衆衛⽣看護教育に関
わる中で、学部生が持つ課題、即ち１）卒業時に求め

がある、２）自身の健康生活実践が脆弱で適正な対
⾜している、３）省察に基づく実践

の改善が不⼗分である、という課題を痛感してきた。今
回、この課題を総合的に解決する教育を模索するため、
本研究に着手することとした。 
 
２．研究の目的 
近年、健康課題の多様化・深刻化に伴い、保健師に

求められる役割が拡⼤・⾼度化している。本研究の⽬的

実践の基礎となる研究成果活⽤、健康⽣活実践、省
察的実践の各能⼒を総合的に習得する教育プログラム
を開発することである。同時に各能⼒の評価指標の開発、
及び各能⼒の実態と関連要因についても検討し、プログ
ラムに反映する。 
 
３．研究の方法 
プログラムは、研究者間で協議し、3 回の試⾏と修正
を経て開発された。プログラムの学習目標は「生涯を通じ
たContinuing Professional Developmentの土台
となる学び方を学ぶ」である。各学生は、3年⽣前期の3
か月間に 3 つの学習課題、研究成果活用・健康生活
実践・省察的実践に取り組む。プログラム実施期間中の
授業は、初回の課題説明、1か月後と2か月後のグルー
プ・セッション、3 か⽉終了時の個別⾯接で構成されてい
る。 
プログラム試⾏の参加者は、2013から2015年度の
学部選択制の保健師課程学生60人であった。プログラ
ムのアウトカム評価は、2013・2014年度の40人のプロ
グラム実施前後の「保健師に求められる実践能⼒のミニ
マムリクワイアメンツ到達度の⾃⼰評価」、プロセス評価は、
期間中参加者が記載したワークシートとプレゼンテーショ
ン資料を⽤いて⾏った。 
倫理的配慮について、研究においては成績判定後に

等を事前に口頭と文書で説明し、同意書を得た。 
 



４．研究成果 
 プログラムを実施した結果、以下の結果に示す一定の
効果が確認された。前後のアウトカム評価では、参加者
の対⼈⽀援・地域⽀援における多様な能⼒が有意に⾼
まっていた。さらに、参加者の学習プロセスにおいては、日
常の健康生活実践についてリフレクションと研究成果活
⽤が習慣化することによって、保健指導の対象者への理
解と効果的な接近方法への気づきが促進されていたこと
が確認された。 
本プログラムは今後、大学院教育や現任教育への適
用可能性がある。今後のプログラム充実に向けては、多
様な状況に応じた学習⽀援⽅法の確⽴、教材や評価
指標の開発、学習⽀援者育成⽅法・体制の確⽴といっ
た課題がある。 
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